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2024年（令和6年）の愛知県の天候 
 

令和 7 年 1 月 2 1 日 

名古屋地方気象台 

【天候の特徴】 
○年平均気温は、名古屋が17.9℃、伊良湖が18.0℃で、ともにかなり高くなり、年平均気

温の高い方から観測史上1位の値を更新しました。月平均気温は、名古屋は2月、4月、

及び7月から11月に、伊良湖は1月、2月、4月、及び6月から11月に、暖かい空気に覆わ

れやすかったため、かなり高くなりました。 

○年降水量は、名古屋が1773.0㎜で多く、伊良湖が1969.5㎜でかなり多くなりました。月

降水量は、名古屋は2月と3月に、伊良湖は3月、6月、及び8月に、低気圧や前線、及び

台風の影響を受けてかなり多くなりました。また、名古屋は12月、伊良湖は9月と12月

に晴れの日が多かったため月降水量がかなり少なくなりました。 

○年間日照時間は、名古屋が2242.5h、伊良湖が2298.0hで、ともに多くなりました。月間

日照時間は、名古屋は6月、伊良湖は7月と9月に、高気圧に覆われて晴れの日が多かっ

たため、かなり多くなりました。 

 

 

 
 

 

○東海地方の梅雨入りは6月21日ごろでかなり遅く（平年：6月6日ごろ）、梅雨明けは7月

18日ごろで平年並（平年：7月19日ごろ）となりました。 

 

○台風の発生数は26個（平年の発生数：25.1個）、上陸した台風は2個（平年の上陸数：

3.0個）、東海地方に接近した台風は3個（平年の接近数：3.5個）でした。 

名古屋、伊良湖の月平均気温・月降水量・月間日照時間の平年差・比の推移 
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【2024年（令和6年）の台風発生数・上陸数及び東海地方への接近数】 
 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年 

今年 

発生数 0 0 0 0 2 0 2 6 8 3 4 1 26 

上陸数 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 

東海接近数 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 3 

昨年 

発生数 0 0 0 1 1 1 3 6 2 2 0 1 17 

上陸数 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

東海接近数 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2 

平年値 

発生数 0.3 0.3 0.3 0.6 1.0 1.7 3.7 5.7 5.0 3.4 2.2 1.0 25.1 

上陸数 - - - - 0.0 0.2 0.6 0.9 1.0 0.3 - - 3.0 

東海接近数 - - - - 0.1 0.2 0.6 0.8 1.2 0.7 - - 3.5 

※東海地方に接近した台風：中心が東海地方のいずれかの気象官署及び特別地域気象観測所（富士山を含めた15地点）から

300km以内に入った台風 

接近は2か月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致しません。 

速報値であり、後日値が変わる可能性があります。 

 
東海地方に接近した台風（第7号、第10号、第17号）の経路図 

（実線は台風の期間、点線は熱帯低気圧または温帯低気圧の期間） 
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※ 愛西、稲武、豊田、大府、岡崎、新城、蒲郡、南知多及び豊橋において、日照時間の値は推計気象分布(日照時間)の 

 推計値、平年値は推計値の平年値を使用しています。 

2024年の年平均気温平年差分布図（℃） 

2024年の年間日照時間平年比分布図（％） 2024年の年間日照時間分布図（h） 

2024年の年降水量分布図（mm）

（mm） 

2024年の年降水量平年比分布図（％） 

2024年の年平均気温分布図（℃） 
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【季節別の概況】 

○冬（前年12月～2月） 
冬型の気圧配置や高気圧に覆われて、晴れの日が多くなりました。1月下旬には、一

時的に強い寒気が流れ込み、大雪となった日もありましたが、冬型の気圧配置は長続き

せず、2月を中心に暖かい空気が流れ込んだため、2月の月平均気温はかなり高くなりま

した。 

名古屋の3か月の平均気温はかなり高く、降水量は多く、日照時間は平年並となりま

した。 

○春（3月～5月） 

 天気は数日の周期で変わりましたが、前線や低気圧の影響で3月下旬と5月下旬は大雨

となった日もありました。また、4月は暖かい空気に覆われやすかったため、4月の月平

均気温はかなり高くなりました。 

名古屋の3か月の平均気温は高く、降水量はかなり多く、日照時間は平年並となりま

した。 

○夏（6月～8月） 

6月中旬までと7月下旬から8月中旬は、高気圧に覆われて晴れの日が多くなりまし

た。6月下旬から7月中旬は梅雨前線や低気圧の影響で、8月下旬は台風第10号の影響で

曇りや雨の日が多く大雨となった日もありました。強い日射の影響を受け、暖かい空気

に覆われやすかったため、7月と8月の月平均気温はかなり高くなりました。 

名古屋の3か月の平均気温はかなり高く、降水量は多く、日照時間はかなり多くなり

ました。 

○秋（9月～11月） 

9月中旬までと11月は高気圧に覆われて晴れの日が多く、9月下旬から10月は低気

圧や前線、及び湿った空気の影響で曇りや雨の日が多くなりました。暖かい空気に

覆われやすく、11月に寒気の影響を受けにくかったため、秋を通して月平均気温は

かなり高くなりました。 

 名古屋の3か月の平均気温はかなり高く、降水量は少なく、日照時間は平年並と

なりました。 

○12月 

前半は、冬型の気圧配置や高気圧に覆われて晴れの日が多く、後半は、寒気や気

圧の谷の影響で曇りの日が多くなりました。 

名古屋の月平均気温は平年並、月降水量はかなり少なく、月間日照時間は多くな

りました。 
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【2024年（令和6年）の冬日・真夏日などの日数】 

日最低気温が0℃未満の冬日の日数は、名古屋、伊良湖ともに平年値及び前年（2023

年）の値を下回りました。 

日最低気温が25℃以上の日数と日最高気温が35℃以上の猛暑日の日数は、名古屋、

伊良湖ともに平年値及び前年の値を上回り、特に猛暑日は平年値の3倍以上の日数とな

りました。日最高気温が30℃以上の真夏日の日数は、名古屋では平年値及び前年の値

を上回り、伊良湖では平年値を上回りました。 

なお、名古屋、伊良湖ともに、日最低気温が25℃以上の日数、猛暑日の日数は、観

測史上1位の値を更新しました。また、名古屋では、真夏日の日数についても観測史上

1位の値を更新しました。 
 

  日最低気温が0℃ 

未満（冬日）の日数 

日最低気温が25℃ 

以上の日数 

日最高気温が30℃ 

以上（真夏日）の日数 

日最高気温が35℃ 

以上（猛暑日）の日数 

2024年 平年 2023年 2024年 平年 2023年 2024年 平年 2023年 2024年 平年 2023年 

名古屋 9 23.8 17 56 25.6 49 97 69.7 93 47 15.0 32 

伊良湖 1 5.9 5 55 21.1 42 81 51.0 84 26 4.0 5 

 

【2024年（令和6年）の月別平均気温（℃）・降水量(mm)・日照時間（h）】 

  

 
 (注) 

1. 平年値は1991～2020年の資料から求めました。 

2.「低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）」の階級は、1991～2020 年における30 年間の観測値をも

とに、これらが等しい割合で各階級に振り分けられるように決めています。また、値が1991～2020 年の

観測値の下位または上位10％に相当する場合には、「かなり低い（少ない）」「かなり高い（多い）」と

表現します。 

3. 値の横に ) や ] がある場合には、月別値を求める際に使用したデータ（日別値）に欠測等が含まれて

いることを示します。 )付きの値（準正常値）は通常のものと同様に扱うことができますが、]付きの値

（資料不足値）については、統計に用いる観測資料数が不足しているため、値の下に記載した統計日数（統

計に用いた、品質が十分な日別値の数）を参考にして使用してください。なお、日別値がすべて欠測のた

め値が求められない場合は「×」としました。 

4. この資料は速報なので、後日値が変わる可能性があります。 



6 

 

【トピックス】 

台風第10号による大雨 
8月22日にマリアナ諸島で発生した台風第10号は、24日にかけて発達しながら北へ進

み、25日には進路を北西へ変えて進みました。台風は日本付近で動きが遅くなり、27

日に非常に強い勢力となって奄美群島に接近した後、29日に鹿児島県薩摩川内市付近

に上陸しました。上陸後は、勢力を弱めながらゆっくりとした速度で九州や四国を通

って東海道沖へ進み、8月30日に熱帯低気圧に変わりました。 

愛知県では、台風本体や周辺の暖かく湿った空気が流れ込み、また、台風が接近す

る前には太平洋高気圧の縁を回る暖かく湿った空気も流れ込み、大気の非常に不安定

な状態が長期間続き大雨となりました。このため、東三河北部では、降り始め（26日

16時）から１日15時までの総降水量が多い所で600ミリを超える大雨となった所があり

ました。また、愛知県の取りまとめによると、土砂崩れで死者3名などの被害が発生し

ました。 

 

○解析雨量（8月26日16時から9月1日15時までの積算値） 
 

 
 

・解析雨量とは、気象レーダーとアメダス等の地上の雨量計により観測されたデータを組み合わせ、1km四方ごとに過去1

時間の雨量分布を解析したものです。 

・この分布の値は雨量計で観測された値ではなく、レーダーなどの資料も含めて解析した値のため、実際の雨量と異なる

場合があります。 

 

ミリ 
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〇主な観測所の降水量の推移（8月26日16時～9月1日15時） 

 

・愛知県内のアメダスのうち、総降水量の多かった上位６地点を示しています。  

・グラフの横軸の１時での降水量は、１時時点での前１時間降水量を表しています。 

 

 

 

 

 



8 

 

 

【年平均気温・年降水量・年間日照時間の年変化図（2015～2024年）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去10年間の名古屋、伊良湖の年平均気温 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去10年間の名古屋、伊良湖の年降水量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去10年間の名古屋、伊良湖の年間日照時間 
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